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【目的】ＡＤＨＤや自閉症など神経発達症の発症リスクは近年、遺伝因子のみならず、胎内

環境因子も注目される。超早産児はのちに高率に発達神経症を合併するが、未熟脳における

神経細胞の移動障害が一因という報告もある。学童期の発達神経症の磁気共鳴分光法（ｍａ

ｇｎｅｔｉｃ ｒｅｓｏｎａｎｃｅ ｓｐｅｃｔｒｏｓｃｏｐｙ；ＭＲＳ）所見は、神経細

胞活動性マーカーのＮ－aｃｅｔｙｌ ａｓｐａｒｔａｔｅ（ＮＡＡ）や抑制性伝達物質ｇ

ａｍｍａ ａｍｉｎｏｂｕｔｙｒｉｃ  

ａｃｉｄ （ＧＡＢＡ）の低値が知られているが、ＧＡＢＡ作動性ニューロンは母体の感染

やストレス、早産や胎児の脳虚血などの影響をうけやすい。ＭＲＳを用いて、ＧＡＢＡを含

めた脳内代謝物を正期産児と早産児の乳児期に経時的に計測し比較したので報告する。 

【方法】対象は当院新生児集中治療室に仮死で入院したが、頭部ＭＲＩとその後の発達が正

常であった正期産児１０人と、修正１２か月までのＭＲＩと発達が正常な早産児１１人で

ある。ＭＲＳは、ＮＡＡ、ＧＡＢＡ、ｃｒｅａｔｉｎｅ＋ｐｈｏｓｐｈｏｃｒｅａｔｉｎｅ

（ｔＣｒ）、ｃｈｏｌｉｎｅ（Ｃｈｏ）、Ｌａｃｔａｔｅ 

（Ｌａｃ）、ｇｌｕｔａｍａｔｅ＋ｇｌｕｔａｍｉｎｅ（Ｇｌｘ）、ｍｙｏ－ｉｎｏｓｉｔｏ

ｌ（Ｉｎｓ）を、妊娠後週数３８－４３週（Ｉ期）と５１－７６週（ＩＩ期）、８５－９４

週（ＩＩＩ期）に施行した。 

【結果】ＮＡＡとＧＡＢＡはＩ期には差がないが、ＩＩ期以降早産児は優位に低値となった。

その他の代謝物質も早産児は正期産とは異なる経時的変化を示していた。 

【結語】頭部ＭＲＩに異常がなくとも、早産児は経時的に脳内代謝物質が正期産児とは異な

る経過を示しており、短期発達予後が正常であっても、その後も発達神経症などに着目し、

早期発見するフォローアップ体制の構築が必要である。 

 

 


